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農林水産委員会

土木企業委員会

文教警察委員会

問　

新
し
い
茨
城
農
業
改
革
大
綱

を
策
定
中
と
聞
い
て
い
る
が
、
本

県
の
農
林
水
産
業
の
今
後
の
展
望

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
は
、
人
口
減
少
な
ど
に

よ
る
食
料
需
要
の
減
少
や
産
地
間

競
争
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
消
費
者
の
目
線
に
立
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
進
め
、「
人
と

産
地
が
輝
く
、
信
頼
の
い
ば
ら
き

ブ
ラ
ン
ド
」
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

日
本
穀
物
検
定
協
会
に
よ
る

コ
メ
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い

て
、
本
県
で
は
平
成
十
九
年
か
ら

特
Ａ
評
価
が
取
得
で
き
て
い
な
い

が
、
そ
の
要
因
と
対
策
は
。

答　

要
因
は
、
炊
飯
時
の
ツ
ヤ
不

足
と
聞
い
て
い
る
が
、
温
暖
化
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
本
県
で
は

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
技
術
改
善

に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
さ
ら
な
る
対
応
策
を

検
討
し
、
特
Ａ
評
価
の
早
期
取
得

を
目
指
し
て
い
く
。

問　

農
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
す
る
た
め
、
産
学
官
連
携
な
ど

に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
県
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

水
田
農
業
で
は
、
水
位
管
理

や
収
量
の
自
動
測
定
の
実
証
を
行

う
な
ど
、
農
業
の
低
コ
ス
ト
化
の

実
現
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
つ

く
ば
市
に
あ
る
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
と
定
期
的
に

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
う
し
た
筑
波
研
究
学

園
都
市
の
優
位
性
を
最
大
限
生
か

し
な
が
ら
生
産
性
の
向
上
な
ど
を

図
っ
て
い
く
。

問　

本
県
水
産
物
の
輸
出
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成
二
十
六
年
の
本
県
水
産

物
の
輸
出
額
は
、
冷
凍
物
を
中
心

に
約
三
十
一
億
円
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
冷
凍
物
の
ほ
か
、

加
工
品
や
霞
ヶ
浦
の
ワ
カ
サ
ギ
な

ど
の
鮮
魚
も
含
め
、
新
た
な
輸
出

品
目
を
発
掘
し
、
輸
出
の
拡
大
に

努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
関
東
・
東
北
豪
雨
に

お
け
る
被
災
農
地
の
集
積
促
進
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
よ
る
本
県
農
林
水

産
物
へ
の
影
響
額
な
ど
も
質
問
）

問　

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の

潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ

間
の
進
捗
状
況
は
。

答　

潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
称
）
鉾

田
Ｉ
Ｃ
間
は
、
国
土
交
通
省
が
八

割
近
く
の
用
地
を
取
得
し
、
平
成

二
十
七
年
度
に
工
事
に
着
手
し
て

い
る
。
ま
た
、（
仮
称
）
鉾
田
Ｉ
Ｃ

か
ら
茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ
間
は
、
東

日
本
高
速
道
路（
株
）が
九
十
八
％

の
用
地
を
取
得
し
て
お
り
、
全
線

で
着
工
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算

案
に
お
け
る
県
全
体
の
国
補
公
共

事
業
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
三

百
八
十
二
億
円
の
減
な
ど
と
な
っ

て
い
る
が
、
土
木
部
の
状
況
は
。

答　

土
木
部
に
お
け
る
直
轄
事
業

に
つ
い
て
は
、
圏
央
道
の
負
担
金

が
減
少
し
た
た
め
に
約
八
十
億
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県

単
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
道

路
緊
急
修
繕
や
河
川
の
減
災
対
策

な
ど
の
た
め
、
前
年
度
よ
り
約
十

六
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

問　

県
道
大
洗
友
部
線
の
茨
城
町

海
老
沢
か
ら
駒
場
ま
で
の
一
部
区

間
は
、
歩
道
が
無
く
狭
隘
で
あ
る
。

ま
た
、
中
学
校
の
通
学
路
で
あ
る

と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
事
業
の
計

画
も
あ
る
。
こ
の
区
間
の
整
備
は
。

答　

小
学
校
の
通
学
路
に
指
定
さ

れ
て
い
る
区
間
は
お
お
む
ね
歩
道

を
設
置
済
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他

の
区
間
に
つ
い
て
は
歩
道
が
な
い

な
ど
、
将
来
整
備
が
必
要
な
区
間

も
あ
る
の
で
、
ほ
場
整
備
事
業
と

併
せ
た
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
町

の
意
見
を
聞
き
検
討
し
て
い
く
。

問　

河
川
緊
急
減
災
対
策
事
業
に

お
け
る
土
砂
な
ど
の
撤
去
の
判
断

基
準
と
今
後
の
進
め
方
は
。

答　

河
道
断
面
の
う
ち
三
割
程
度

以
上
の
土
砂
な
ど
の
堆
積
を
撤
去

す
る
基
準
と
し
て
お
り
、
調
査
の

結
果
、
緊
急
的
に
対
策
を
要
す
る

箇
所
は
九
十
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、
こ
の
う
ち

三
十
箇
所
の
対
策
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
今
後
の
三
年
間
で
実
施
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
三
の
橋
架
け
替
え
工

事
の
今
後
の
進
め
方
、
鮎
川
停
車

場
線
の
整
備
状
況
な
ど
も
質
問
）

問　

交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
る
が
、
交
通
安
全
対
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

高
齢
者
や
子
供
、
運
転
者
な

ど
へ
の
交
通
安
全
教
育
に
力
を
入

れ
、
悪
質
・
危
険
な
運
転
者
へ
の

取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
と
と
も

に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
な
ど
、
県

民
の
ル
ー
ル
意
識
を
高
め
て
い
く
。

ま
た
、
通
勤
時
間
帯
の
制
服
警
察

官
の
立
哨
活
動
な
ど
、
県
民
が
安

心
を
感
じ
る
よ
う
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　

今
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｇ

７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣

会
合
に
お
い
て
は
、
警
備
対
策
が

重
要
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

会
合
の
円
滑
な
進
行
の
た
め

に
は
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
と
国
内

外
要
人
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
つ
く

ば
市
民
や
県
民
な
ど
の
理
解
と
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
警
備

へ
の
協
力
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
広

報
媒
体
を
活
用
し
情
報
発
信
を

行
っ
て
お
り
、
会
合
の
成
功
に
向

け
警
備
の
万
全
を
期
す
。

問　

高
校
生
に
よ
る
県
議
会
傍
聴

は
大
変
良
い
機
会
と
考
え
る
が
、

学
校
で
の
教
育
に
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
。

答　

地
域
の
問
題
に
つ
い
て
県
議

会
で
ど
う
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か

を
直
接
聞
く
こ
と
は
良
い
経
験
で

あ
り
、
学
校
に
帰
っ
て
か
ら
も
う

一
度
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
後
と
も
よ
り
良
い
効
果
が
出
る

よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

問　

今
年
度
の
県
立
高
校
の
志
願

状
況
を
み
る
と
、
著
し
い
定
員
割

れ
が
生
じ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
か
ら
高
校
が

な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
す
る
が
、

今
後
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

学
校
は
地
域
の
文
化
や
産
業

を
継
承
し
て
い
く
上
で
極
め
て
大

切
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
元
と

連
携
し
な
が
ら
学
校
の
魅
力
を
発

信
す
る
な
ど
、
学
校
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
職
業
教
育
の
充
実
、

警
察
犬
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

消費者の目線に立ったブランド戦略を推進

用
地
の
取
得
が
進
み
、

全
線
で
工
事
に
着
手
し
て
い
る

本
県
農
林
水
産
業
の
今
後
の
展
望
は

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
す
る

交
通
安
全
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か

高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
教
育
や

取
締
り
の
強
化
に
努
め
る

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の

進
捗
状
況
は

茨城空港北ＩＣ（茨城町）付近の整備状況（東日本高速道路㈱提供）

高齢者を対象とした交通安全講習会の様子


